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W14b Siドリフトチェンバーを用いた次世代ガンマ線バースト検出器の開発(III)
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ガンマ線バースト (GRB)を検出する次世代型GRB検出器として、円筒型シリコンドリフト検出器 (SDD)と
シンチレータを組み合わせたハイブリッド検出器の開発を行っている。SDDは半導体検出器の一種であり、空乏
層で、入射したX線を電子キャリアに変換させ、中心軸対称のドリフト電場で発生キャリアを中心のアノードに
ドリフトさせて読み出す構造をしている。この為、検出器容量が面積に依存せず、低雑音で検出することが出来
る。ハイブリッド検出器は SDDにシンチレータをマウントし、X線・γ線の入射方向を SDD側に固定し、低エ
ネルギー側 (1keV∼30keV)は SDDで直接検出し、それ以上のエネルギーをシンチレータで相互作用させ、その
シンチレーション光を SDDで読み出す構造になっている。これによって、1keV∼1MeV の間で感度の高い、優
れたエネルギー分解能を持つ検出器となる。マウントするシンチレータには BGOと LaBr3(Ce)を用いている。
SDD＋BGOでは、−30℃で 6.6±0.01%＠ 662keVというBGOとしては非常に優れた性能を発揮した。SDD＋
LaBr3(Ce)では、4.9±0.01%@662keVという結果になり、予想していた性能は発揮できなかったが、SDDそのも
のが劣化している可能性が高いことがわかり、再度マウントし直して測定する予定である。今回の発表では SDD
に BGO及び LaBr3(Ce)をマウントした検出器の基礎性能測定、SDDと両シンチレータの波形弁別に関する研
究結果、及び大面積化に伴う多チャンネル素子での読み出しに関して波形弁別用アナログ LSIの開発に関して述
べる。


